
様式（１）-①

都市再生整備計画
は か た み な み え き し ゅ う へ ん だ い か い へ ん こ う

JR博多南駅周辺地区（第１回変更）

ふ く お か か す が

福岡県　春日市

令和６年１２月

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 □

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 ■



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 101 ha

令和 6 年度　～ 令和 9 年度 令和 6 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

一体型滞在快適性等向上事業及びまちなかウォーカブル推進事業の計画　※一体型滞在快適性等向上事業の場合もしくはまちなかウォーカブル推進事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
滞在快適性等向上区域の考え方

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ R4年度 R9年度

％ R4年度 R9年度

回 R4年度 R9年度

都道府県名 福岡県
か す が

春日市
はかたみなみえきしゅうへん

JR博多南駅周辺地区

計画期間 交付期間 9

大目標：市の地域拠点（駅前拠点）にふさわしい都市基盤施設の充実と魅力的な歩行者空間の形成を図り、歩きたくなるまちなかを創出する
目標１：エリアの特性を活かした回遊性が高く、巡り歩きたくなる公共空間を創出する
目標２：駅周辺の歩行者空間を整備し、快適で安全な歩行者ネットワークを形成する
目標３：官民連携による多様な人々の出会いや交流が生まれる滞留空間や交流拠点を創出する

・山陽新幹線のJR博多駅から1駅先にあるJR博多南駅周辺は、第２次春日市都市計画マスタープランにおいて本市の「都市型居住ゾーン」として位置付けられており、幹線道路沿道には商業施設も多く集積した利便性の高いエリアとなっている。
・福岡市域の天神や博多地区へのアクセスが良く、福岡都市圏の住宅都市として発展してきた。
・JR博多南駅周辺は、白水大池公園（総合公園）の他、日拝塚古墳等の遺跡も点在しており、自然環境豊かな住環境を形成している。
・コンパクトな都市構造で災害リスクも比較的低く、地形的・地理的に居住に適した住宅都市となっており、人口密度は九州・沖縄地区で最も高くなっている。
・今後、緩やかな人口減少と高齢化の進展が見込まれる中で、本市の地域活力を長期的に維持・向上させるため、令和５年度に立地適正化計画を策定（令和６年３月策定予定）し、持続可能な都市構造への再編を目指している。

・JR博多南駅の1日の平均乗降客数は15,000人前後で推移しており、多くの市民が利用しているが、そのほとんどが通勤や通学が目的であるため、市外の来訪者が増加するような特色のある道路空間の創出や公園の整備が求められている。
・博多総合車両所に並ぶ新幹線を展望できる「新幹線の見える丘」を活用した春日西多目的広場公園の整備に加え、本地区内の魅力的なスポットの活用、道路の景観向上やバリアフリーへの対応等により、地域拠点（駅前拠点）にふさわしい子育て支援サービス等の
多様な生活利便機能と一体となった歩きたくなる回遊性の高い公共空間を創出することが課題となっている。
・多様な地域ニーズに応じたきめ細やかなまちづくりを実現するためには、行政主体のまちづくりでは限界があるため、民間活力を活かした官民連携による取組が必要である。

①福岡都市圏都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（令和３年４月３０日告示）
　　JR博多南駅周辺は拠点として位置付けられている。
②第６次春日市総合計画（令和３年３月策定）
　　誰もが安全で快適に通行できる道路空間の構築及び憩いの空間としての公園の整備を進めることとしている。
③第２次春日市都市計画マスタープラン（令和３年９月策定）
　　JR博多南駅周辺を地域拠点（駅前拠点）として位置付け、利便性の高さに合わせて、周囲の自然環境・歴史的資源への至近性を活かしたゆとりを感じる住宅地を形成し、市民に身近なスポーツ・レクリエーションの場として春日西多目的広場公園を積極的に活用す
ると位置付けられている。また、安全にJR博多南駅へアクセスできる歩行者空間の充実や優先的・重点的な景観形成を図るとしている。
④第２次春日市緑の基本計画（令和３年９月策定）
　　春日西多目的広場公園を市民に身近なスポーツ・レクリエーションの拠点や広域避難場所としての防災機能の維持・向上を図る施設として位置付けている。
⑤春日市立地適正化計画（令和６年３月策定）
　　人が中心となる道路空間の形成と回遊性の創出（ウォーカブルな歩行者空間の創出）や博多総合車両所を活用した魅力的なスポット創出による活性化方策の検討（新幹線の眺望、史跡の活用、広場・公園・道路整備等）を進めることとしている。

JR博多南駅を中心として半径約800mのエリアを滞在快適性等向上区域として設定し、公園整備、史跡の活用、歩道の景観向上、バリアフリーへの対応（段差解消、緩やかな勾配への変更）などにより、連続性・回遊性の高い歩行者空間を確保する。
また、春日西多目的広場公園においては、博多総合車両所に並ぶ新幹線を展望できる「新幹線の見える丘」として市指定史跡「原遺跡」を活用した魅力的なスポットを創出することで、既存の史跡や子育て支援サービス等の多様な生活利便機能と一体となった歩きたく
なる回遊性の高い公共空間を創出する。

滞在快適性等向上区域での取組
既に歩道が整備されているものの縦断方向の起伏が激しい構造（マウンドアップ構造）となっている箇所については、快適に歩ける空間を創出できるようバリアフリーに対応した構造（セミフラット構造）への改良、景観向上を目的とした舗装のペイント及び高架下のパネ
ル設置等を行う。
春日西多目的広場公園においては、公園内の市指定史跡「原遺跡」の眺望の良い場所に展望台の設置を行うことで、訪問者数の増加につなげる。

駅周辺のにぎわいの創出の満足度
市民意識調査において、駅周辺のにぎわいの創出に満足
と答えた割合

駅周辺に居心地の良い歩行者空間や特色のある公園などを整備
し、史跡や子育て支援サービス等の多様な生活利便機能と一体と
なった歩きたくなる回遊性の高い公共空間を創出することで駅周
辺のにぎわいを創出する。

53.0% 60.0%

歩道整備の満足度 市民意識調査において、歩道整備に満足と答えた割合 駅周辺の歩道の景観向上やバリアフリーへの対応を行う。 50.2% 55.0%

当地区において開催されるイベント
の回数

当地区における地元団体のイベント開催数
公園や史跡などを結ぶ周遊ルート上の道路整備（舗装のペイント、
段差解消）を行うことで、公園や史跡などの魅力的なスポットの活
用を推進する。

2回 5回

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【整備方針１　エリア特性を活かした回遊性が高く、巡り歩きたくなる公共空間の創出】
・滞在快適性等向上区域において、駅利用者や地域拠点への訪問者、その他当該エリアに立地する公園、史跡及び子育て支援サービス施設などの利
用者等が目的地まで安全で快適に通行できるように、回遊性の高い道路を整備する。
・歩行者空間の景観向上を目的とした舗装のペイントや高架下のパネル設置を行うことで、巡り歩きたくなる道路空間を創出する。
・地域のコミュニティ活動、交流イベント及び子ども達のボール遊びなどが行えるように多目的広場を大きく設けることで、市民が集う多様な機能を有した
公園整備を進めるとともに、公園内の質の高い緑化を推進することで、グリーンインフラとしての緑の多機能性を活かした都市空間の形成と活用を図る。

【基幹事業】春日西多目的広場公園整備事業
【基幹事業】市道１級第１号路線道路整備事業
【基幹事業】市道２級第１４号路線道路整備事業
【提案事業】高架下パネル設置事業

【整備方針２　地域拠点にふさわしい安全で居心地の良い道路空間を創出する。】
・滞在快適性等向上区域において、段差や勾配が急な歩道、狭隘な歩道などの課題を解消することで、人が中心となるウォーカブルな歩行者空間を創出
する。
・多様な生活利便機能と一体となって、歩きたくなる回遊性の高い道路空間の創出することで、交流の場となる空間の活用や店舗等の立地誘導を推進す
る。

【基幹事業】市道１級第１号路線道路整備事業
【基幹事業】市道２級第１４号路線道路整備事業
【提案事業】高架下パネル設置事業

【整備方針３　官民連携による多様な人々の出会いや交流が生まれる滞留空間や交流拠点を創出する。】
・回遊性が高く魅力的な都市空間を形成するため、賑わいを創出するマルシェなどの地域交流を目的としたイベントを推進する。
・博多総合車両所に並ぶ新幹線を展望できる「新幹線の見える丘」として春日市指定史跡「原遺跡」を活用した春日西多目的広場公園の整備や周辺道路
の改良を進めることで、市の西部を活性化させる呼び水にしていく。

【基幹事業】春日西多目的広場公園整備事業
【基幹事業】市道１級第１号路線道路整備事業
【基幹事業】市道２級第１４号路線道路整備事業
【提案事業】高架下パネル設置事業

【地元自治会と連携した協働のまちづくりの推進】
・本市では、自治会が果たす役割は大きく、まちづくりの中核を担っており、市民と行政がまちづくりの対等なパートナーとして、より良いまちづくりを行う「協働のまちづくり」を推進している。

【官民が連携するまちづくりの推進】
・本計画の核となる施設はJR博多南駅（管理者（鉄道事業者）：西日本旅客鉄道株式会社）であること、JR博多南駅の西側は那珂川市域と隣接していることから、本計画の実施にあたっては、西日本旅客鉄道株式会社や那珂川市との連携は必要不可欠
となる。
・令和５年２月１７日に、本計画における重要な拠点施設である、春日西多目的広場公園内に位置する春日市指定史跡「原遺跡」の用地を西日本旅客鉄道株式会社から寄附してもらうなど、西日本旅客鉄道株式会社と連携したまちづくりを推進してい
る。また、本公園を観光資源として活用していくため、博多総合車両所に並ぶ新幹線を眺望できる「原遺跡」を「新幹線の見える丘」として活用した展望台の整備や新幹線を身近に感じることができるような公園整備を進めていく。
・令和５年５月３０日に、春日市と那珂川市はそれぞれ「西日本旅客鉄道株式会社との連携協定」を締結しており、今後のまちづくりにおいて相互に連携を図ることを確認している。



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（まちなかウォーカブル推進事業） 様式（１）-④-４

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 春日市 直 198m R6 R7 R6 R7 86.0 86.0 86.0 86.0

道路 春日市 直 448m R6 R7 R6 R7 185.8 185.8 185.8 185.8

公園 春日市 直 16,286㎡ R6 R8 R6 R8 2,214.9 2,214.9 2,214.9 2,214.9 2.02

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

土地区画整理事業

市街地再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

街なみ環境整備事業

エリア価値向上整備事業

滞在環境整備事業

計画策定支援事業

合計 2,486.7 2,486.7 2,486.7 0.0 2,486.7 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

春日市 直 171m R6 R7 R6 R7 11.7 11.7 11.7 11.7

春日市 直 - R9 R9 R9 R9 5.0 5.0 5.0 5.0

合計 16.7 16.7 16.7 0.0 16.7 …B

合計(A+B) 2,503.4

（参考）都市構造再編集中支援関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

春日市 国土交通省 14,273㎡ ○ R4 R5 438

春日市 国土交通省 2,500㎡ ○ R1 R5 492

春日市 国土交通省 273m ○ R3 R3 18

春日市 国土交通省 631m ○ R7 R9 66

春日市 国土交通省 332m ○ R3 R7 44

春日市 国土交通省 240m ○ R7 R9 45

春日市 国土交通省 323m ○ R1 R1 18

合計 1,121

交付対象事業費 2,503.4 交付限度額 1,251.7 国費率 0.5 

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

市道１級第１号路線道路

市道２級第１４号路線道路

春日西多目的広場公園

既存建造物活用事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

高架下パネル設置 山陽新幹線高架下

事業効果分析調査 計画地区内

（いずれかに○） 事業期間

（いずれかに○） 事業期間

公園 西スポーツ・レクリエーション広場

公園 上白水公園

道路 市道１級第１号路線道路

道路 市道１級第４号路線道路

道路 市道２級第１４号路線道路

道路 市道２級第３６号路線道路

道路 上白水池ノ下交差点

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

地域創造
支援事業

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

JR博多南駅周辺地区（福岡県春日市） 面積 101（101） ha 区域
春日市白水ヶ丘１丁目の一部、白水ヶ丘３～６丁目、上白水１、３丁目の一部、上白水４～１０丁目
天神山１、７丁目の一部、下白水南４丁目の一部、下白水南５～７丁目、下白水北６丁目の一部
下白水北７丁目

白水ヶ丘地区公民館

上白水地区公民館

Ｎ

凡　例

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　都市再生整備区域

　　　　　　　　　　滞在快適性等向上区域

　　　　　　　　　　 

　　

　　　　　　　　　　都市機能誘導区域　　

　　　　　　　　　　（令和６年３月策定）

　　　　　　　　　　居住誘導区域　　　　　　

　　　　　　　　　　（令和６年３月策定）

　　　　　　　　　　官公庁

　　　　　　　　　　鉄道（ＪＲ）

滞在快適性等向上区域

区域面積：101ha

都市再生整備区域

区域面積：101ha

500m0

ＪＲ博多南駅

白水児童センター



駅周辺のにぎわいの創出の満

足度
（　％　） 53.0% （R4年度） → 60.0% （R9年度）

歩道整備の満足度 （　％　） 50.2% （R4年度） → 55.0% （R9年度）

当地区において開催されるイベ

ントの回数
（　回　） 2回 （R4年度） → 5回 （R9年度）

JR博多南駅周辺地区（福岡県春日市）　整備方針概要図（まちなかウォーカブル推進事業）

目標

大目標：市の地域拠点（駅前拠点）にふさわしい都市基盤施設の充実と魅力的な歩行者空間の

形成を図り、歩きたくなるまちなかを創出する

目標１：エリアの特性を活かした回遊性が高く、巡り歩きたくなる公共空間を創出する

目標２：駅周辺の歩行者空間を整備し、快適で安全な歩行者ネットワークを形成する

目標３：官民連携による多様な人々の出会いや交流が生まれる滞留空間や交流拠点を創出す

る

代表的な

指標

　　　　　　　　基幹事業

　　　　　　　　提案事業

　　　　　　　　関連事業

凡　　例

様式（１）-⑦-４

（令和６年３月策定）

（令和６年３月策定）


